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３月の行事

1(土) 卒業式

3(月) 3/1 の代休

4(火) 学校評議員会・学校評価委員会

9(日) ｢食と環境・復興フェア｣(高松公民館)

11(火) 入試準備

12(水) 学力検査

13(木) 面接

20(木) 合格者発表・終業式・寄宿舎閉舎

21(金) 春分の日

24(月) 2F 社会人講師

24(月)～ 25(火) 生徒会リーダー研修会

26(水) 入学許可予定者招集日

◆ 「平成 25 年度 高松農業高校研究発表大会」開催される ◆

１月 22 日(水)～２月５日(水)の日程で、各学科の研究発表会が開催されました。
本年度も主に３年生が 1 年間かけて取り組んできた課題研究の研究成果や取組の
実践報告（全 113 題）がなされ、たいへん興味深い発表内容にクラスメートや下
級生からも鋭い質問が交わされていました。保護者の方も大勢来校され、熱心に
聞いてくださいました。２年生は次年度の自らの研究テーマについて考え始めて
いる様子でした。 （※全研究テーマを裏面に掲載しています。）

◆ 「きらり輝け！岡山さんフェア 2013」開催［平成 25 年 12 月 26 日(木)］ ◆

昨年 12 月 26 日(木)、岡山県生涯学習センター（サイピア）を会場に「きらり輝け！岡山さんフェア
2013」が開催されました。このフェアは、農業学科をはじめとした専門高校の高校生が、日頃の学習成
果を発表することで創造力や実行力を伸ばすとともに、地域社会に産業教育の魅力を発信することをね
らいとしており、昨年度開催された「全国産業教育フェア岡山大会」の成果を継承し、専門高校の活性

化を図るために、県独自に今年度から開催されたものです。

今回は農業学科を本校が担当し、関係８校の取組をまとめた
パネル展示コーナー、同じく各校の特産商品を取りまとめて販
売する即売コーナーで、本校の生徒たちが大活躍してくれまし
た。また体験コーナー「芝人形づくり」では、園芸科学科の１
年生が頼もしい活躍ぶりを見せてくれ、参加された他学科の先
生方からもお褒めの言葉をいただきました。

来年度は「産業教育 130 年」の記念の年にあたり、秋に岡山
市内で開催される予定です。

◆ １・２年生ＬＨＲ 先輩を囲む会を実施［平成 26 年２月 20 日(木)］ ◆

２月 20 日(木)、１・２年生の全クラスで、進路が決定した３年生を招待して「先輩を囲む会」が行われました。これは進
路指導の一環として毎年実施しているもので、各学科の３年生から上級学校への進学者及び就職予定者数名がそれぞれ下級生
のホームルームを訪れ、進路決定までの活動で苦労した事やがんばった事などを話してくれるものです。進学するある先輩か
らは「進学するという強い意思表示を持って早くから先生に相談しておくこと」、「今のうちから英語の勉強をしておくこと」
等のアドバイスがありました。また就職する先輩から
は「好きなこと、やりたい仕事と求人が一致せず悩ん
だが、会社のパンフレットを親や友人と見て研究した
り、実際に見学・訪問したりすることで出願先が見え
てきた」、「就職の際はまず出願書類がきちんと書ける
ように普段から字をていねいに書く練習をしておくと
良い」などのアドバイスがありました。どの先輩から
も自分の決めた新しい道に向けた力強い気持ちが伝わ
ってきました。また下級生からも具体的な質問が出さ
れ、たいへん有意義な学びの場となっていました。
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